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・東京支部総会報告

・諦念講演「今、日本の家族は?…」柏木照子氏

・「水霊画教室」スタート

支
部
長
挨
拶

「
二
年
目
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
」

森
川

淳
子

東
京
支
部
長
を
引
き
受
け
て
、
早
い
も

の
で
、
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
初
め
て
の

こ
と
が
多
く
、
戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
皆
様
の
激
励
、
ご
協
力
に
よ

り
、
お
か
げ
さ
ま
で
、
支
部
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
職
務
を
無
事
に

務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

桜
の
ま
だ
残
る
福
岡
で
の
第
弧
回
総
会

で
は
、
永
年
の
懸
案
事
項
で
し
た
名
称
変

更
の
議
案
が
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
近
々

「
㈱
大
学
女
性
協
会
」
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
昨
年
1
0
月
に
「
名
称
変

更
に
関
す
る
懇
談
会
」
を
開
い
た
こ
と
で
、

皆
で
真
筆
に
考
え
、
意
見
を
述
べ
、
聞
く

機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
益
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
「
公
益
社
団

法
人
」

の
認
定
を
目
指
し
て
、
特
別
委
員

会
を
設
置
し
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
東

京
支
部
も
支
部
の
代
表
と
し
て
、
神
奈
川

支
部
、
茨
城
支
部
と
と
も
に
委
貝
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

本
部
と
支
部
と
の
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
よ
う
、
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

支
部
の
財
政
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年

度
の
予
算
で
は
、
準
備
金
か
ら
5
0
万
円
を

取
り
崩
す
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
委
員

会
で
も
入
金
は
多
く
な
る
よ
う
に
、
出
金

は
抑
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
会
員
の
減
少
は
、
い
か
ん

と
も
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
支
部

会
貝
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
定
年

を
迎
え
る
団
塊
の
世
代
の
方
々
、
子
育
て

の
一
段
落
さ
れ
た
方
な
ど
、
お
一
人
で
も

多
く
の
方
が
お
仲
間
に
な
っ
て
下
さ
る
よ

う
お
誘
い
下
さ
い
ま
せ
。
一
般
の
方
も
参

加
し
や
す
い
講
演
会
、
見
学
会
を
計
画
い

た
し
ま
す
。
今
年
は
、
津
田
ホ
ー
ル
で
全

国
セ
ミ
ナ
ー
、
音
楽
会
も
あ
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま

す
。委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
一
同
、
楽
し
く
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
益
々
の
ご
支
援
、
ご

指
導
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

東
京
支
部
総
会
報
告

書
詑

今
村

麻
子

2
0
0
7
年
度
東
京
支
部
総
会
は
4
月

1
5
日
脚
、
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

支
部
会
員
数
4
4
1
名
中
、
総
出
席
者

数
飴
名
、
有
効
委
任
状
提
出
者
数
1
8
9

名
で
総
会
は
成
立
し
た
。

森
川
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
議
事
に
入

り
、
2
0
0
6
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
さ
れ
た
。
次
い

で
2
0
0
7
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案

が
審
議
承
認
さ
れ
た
。
新
委
員
の
紹
介
後

議
事
は
終
了
。

続
い
て
、
田
中
会
長
よ
り
通
常
総
会
の

報
告
を
兼
ね
た
ご
挨
拶
。
特
に
「
大
学
女

性
協
会
」

へ
の
名
称
変
更
の
経
緯
や
、
支

部
の
役
割
の
重
要
性
の
再
認
識
に
つ
い
て
。

東
京
支
部
に
は
全
国
支
部
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
活
動
を
期
待
す
る
と
い
う
お
言

葉
を
い
た
だ
き
総
会
は
終
了
し
た
。

記
念
講
演
は
、
文
京
学
院
大
学
・
大
学

院
教
授
、
柏
木
恵
子
氏
に
よ
り
「
今
、
日

本
の
家
族
は
?
-
家
族
心
理
学
の
研
究
か

ら
-
」
と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
た
。

現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
し

て
い
く
人
達
に
も
是
非
聴
い
て
い
た
だ
き

た
い
講
演
で
あ
っ
た
。
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2006年度㈱大学婦人協会東京支部決算報告書 2007年度予算

2006. 4. 1 -2007. 3.31 2007. 4. 1へ2008. 3.31

収入の部 (単位 円)

科 目 予算∵頼 決算額 差 異 備 考 予算額 備 考 

I 会 費 収 入 1.188,(X調 1,277,(則 89,(議) 425口 1,152.00) 糊口 

Ⅱ 事業筆録金利鳥取大 額) 2,527 2.477 3.8励) 

Ⅲ 運用金利息収入 10 2執 244 額畑 

Ⅳ 笹 竹 収 入 300,(XX) 265.2(m -34,軟調 バザー サークル 購清会一般参加費 他 300,00 バザー サークル 購潰会一般参加費∴他 

V 雑 収 入 28,6α) 3書.6α) 6,〔議) 入会劃す金 賞助会貝遭付会 発送貫 38,00 入会遭付金 賞助会員遭付金 他 

Ⅵ 調 査 研 究 費 40,()α) 40,(X調 0 中東女性交流発表(本部より) 0 

Ⅷ 事実牽き金敵機収入 額調,00 

A 当期収入合計 1,5艶.1脆く) 1,619.581 62,921 1.期,300 

B 前 期 繰 鐘 金 316.703 316.700 0 307,5的 

C 収入合計(A十B) 1,873,鎚3 1.936.2朗 62.921 2,301,910 

科 目 予算額 決算額 差 異 備 考 予算額 備 考 

I 管 理 費 1,070.00) 976.147 -93,撲鵜 1,030,(X畑 

(l)備 品 費 10.(議) 次週 -9,738 

コピー代 用紙 他 

10.(X畑 

コピー代 用紙 他 (2)消 耗 品 質 110,00 81.(購 -28,摸嬢 00,00 

(3)印 刷 製 本 貫 額),0α) 57,622 7,鏡盤 封筒 他 50,(X調 支部のお知らせ 封筒 他 

(4)通 信 費 300,00 238,755 -6l,245 支部のき知らせ ともしび 事綿合繊 他 2敬).00 支部のお知らせ ともしび 本部会報 他 

(5)交 通 費 30,(X調 28,50 -1,弧) 発送交通費補助 30,00) 発送交通義持助 

(6)本部への分掴金 570,(00 570.(東調 0 本邦への分担金 570,00) 本部への分掴金 

Ⅱ 運 営 費 120,(00 115,712 -4.2鎚 120,0調) 

(1)総 会 貫 00.(00 75.217 -4.783 会場費 他 00.00 会場費 他 

(2)委 員 会 費 40.(X調 40.495 495 `書0,00) 

Ⅲ 事 業 費 e書0,(議) 饗場,875 -103.125 610.(朋 

(l)一 般 事 業 費 50.00 398,005 -101,195 ともしぴ(2回)糠漬会 寄付 他 50.00) ともしぴ(2回)鋤満会 番付 他 

(2)国 内 奨 学 金 100,(議) 100.(X調 0 国内奨学金寄付 1(調,(議) 国内奨学金寄付 

(3)調 査 研 究 費 40,0α) 38,070 -1.鎌調 冊子代 他 10.(X調 華南金 

Ⅳ 雑 費 10,(X調 0 -10.(X調 10.(X調 

V 予 備 費 10.()α) 0 -10,0億) 10,00) 

D 当期支出合計 1.850.(00 l.628,糊 -221,266 1,7敬),00 

E 当期収支差額(A-D) -293.紬0 -9,153 独.187 214,300 

F 次期繰越金(C-D) 23.鈍8 307.550 狐,187 521,910 

事業準備金状況: 普通預金 半4,300,(調 中央三井信託銀行新宿西口支店

運用金状況 :繰趨金 普通預金 半幻9.978 中央三井信託銀行新宿西口支店

現 金 響57, 572

金 柑 田辺範子 浜田和子

厳正に監査致しました結果、正雄に記載ざれており間違いないことを駈明致します。

2007年4月=日 金討監査 三浦由紀子 佐々木澄子(印省略)
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(
東
京
支
部
総
会
諦
念
講
演
)

(
,
0
7
・
4
・
1
 
4
)

「
今
、
日
本
の
家
族
は
̃

-
家
族
心
理
学
の
研
究
か
ら
ー
」

諮
師

柏
木

恵
子
氏

沢
山
の
子
を
産
み
末
子
が
成
長
す
る
ま

で
の
長
い
時
間
を
「
母
」
と
し
て
過
ご
し

た
昔
の
女
性
。
余
裕
の
あ
る
生
活
の
為
に

は
子
供
は
せ
い
ぜ
い
二
人
、
母
の
ほ
か
に

葵
、
一
人
の
個
人
と
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢

の
あ
る
今
の
女
性
。
日
本
は
戦
後
の
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
か
ら
人
口
の
抑
制
に
方
向
転

換
し
て
い
る
。
こ
の
急
速
な
変
化
は
世
界

か
ら
人
口
政
策
の
優
等
生
と
言
わ
れ
る
く

ら
い
だ
。
子
供
は
授
か
る
も
の
か
ら
つ
く

る
も
の
へ
(
人
口
革
命
)
、
こ
の
家
族
の
あ

り
方
の
変
化
に
様
ざ
ま
な
問
題
が
集
約
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
柏
木
恵
子

先
生
は
言
わ
れ
る
。

問
題
の
ひ
と
つ
に
育
児
不
安
が
あ
る
。

こ
れ
は
諸
外
国
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

日
本
特
有
の
現
象
で
あ
る
。
な
ぜ
日
本
に

多
く
見
ら
れ
る
の
か
、
先
生
は
主
た
る
要

因
を
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

①
仕
事
を
持
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か

欧
米
の
女
性
は
育
児
を
し
な
が
ら
働

き
続
け
る
の
か
一
般
的
で
あ
る
。
日

本
で
は
三
歳
ま
で
は
母
が
常
に
必
要

と
い
っ
た
信
仰
が
根
強
い
上
に
、
夫

や
親
か
ら
の
外
圧
に
負
け
て
不
本
意

な
が
ら
職
を
捨
て
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

い
ざ
育
児
を
し
て
み
る
と
紙
お
む

つ
、
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
と
思
っ
た
ほ
ど

手
間
が
か
か
ら
な
い
。

大
学
や
大
学
院
で
学
ん
だ
車
を
社
会

に
還
元
し
よ
う
と
高
い
志
を
持
っ
て

就
職
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
簡

単
に
辞
め
て
し
ま
っ
て
果
た
し
て
正

解
で
あ
っ
た
か
、
大
い
に
悩
む
事
に

な
る
。

自
分
が
生
き
て
い
る
と
い
う
実
感
を

も
て
な
く
な
る
と
い
う
人
も
い
る
く

ら
い
だ
。

柏
木
先
生
は
お
っ
し
ゃ
る
。
社
会
的
な

損
失
だ
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
。

②
父
親
と
子
供
の
関
係

子
育
て
は
女
と
い
う
固
定
観
念
が
日

本
に
は
あ
る
。
育
児
休
暇
を
取
る
夫

が
増
え
て
き
て
い
る
と
は
い
え
ま
だ

ま
だ
少
数
で
あ
る
。
夫
の
育
児
へ
の

参
加
が
無
い
と
女
性
は
負
担
を
一
手

に
引
き
受
け
、
夫
と
要
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
切
れ
る
こ
と
に
な

る
。

柏
木
先
生
は
お
っ
し
ゃ
る
。
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成
は
家
族
の
あ
り
方
の

重
要
要
素
、
夫
よ
積
極
的
に
育
児
に
参
加

す
べ
し
!

少
子
化
の
日
本
。
子
供
に
は
出
来
る
限

り
の
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
、
と
思
う
の

が
親
心
。
し
か
し
子
供
は
自
力
で
学
ば
せ

達
成
さ
せ
る
の
が
良
い
の
た
。
価
値
の
押

し
付
け
は
体
験
の
喜
び
を
奪
い
、
後
に
「
よ

い
子
の
反
乱
」
が
お
き
る
。

以
上
家
族
の
あ
り
方
の
考
察
か
ら
、
今

の
日
本
に
必
要
な
の
は
男
の
意
識
を
変
え

て
い
く
事
だ
、
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
研
究
者

ら
し
い
ま
と
め
を
さ
れ
た
。

(
細
貝

久
美
子
)

博
士

(
分
子
腫
傷
学
)

で
あ
る
。
式
後
近

藤
博
士
の
「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
現
象
の

観
測
に
よ
る
レ
プ
ト
ン
問
混
合
の
解
明
」

と
富
田
博
士
の
「
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
よ
る

発
ガ
ン
機
構
の
解
明
と
新
規
治
療
法
の
開

発
」
と
題
す
る
受
賞
講
演
が
非
専
門
家
に

理
解
で
き
る
形
式
で
な
さ
れ
た
。
近
藤
博

士
が
参
加
さ
れ
て
い
る
実
験
は
ま
だ
計
画

中
で
は
あ
る
が
、
将
来
の
核
実
験
の
女
性

指
導
者
へ
の
可
能
性
に
期
待
が
集
ま
っ

た
。
富
田
博
士
は
、
医
師
の
ご
経
験
を
生

か
し
た
研
究
開
発
で
、
抗
が
ん
剤
の
副
作

用
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に
朗
報
が
期
待

さ
れ
る
。
当
日
は
、
近
藤
博
士
の
ご
長
女

(
2
歳
)
と
ご
家
族
、
お
二
人
の
恩
師
、
共

同
研
究
者
、
関
係
者
、
会
員
諸
姉
の
約
5
0

人
が
参
加
し
祝
福
し
た
。

(
八
木

江
里
)

(
第
9
回
寺
田
科
学
研
究
奨
励
賞

贈
呈
式
)

(
朋
・
5
・
馨

贈
呈
式
は
、
5
月
1
2
日
に
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
で
行
わ
れ
た
。
受
賞
者
は
、
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
素
粒
子
原

子
核
研
究
所
助
教
の
近
藤
(
市
川
)

温
子

博
士
(
原
子
核
物
理
実
験
)
と
琉
球
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
助
教
の
富
田
真
理
子
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(
第
的
国
道
常
総
会
報
告
)

副
支
部
長

細
田

照
子

全
国
総
会
は
4
月
7
日
か
ら
福
岡
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
横
浜
了
時
的
分
発
「
の
ぞ
み
」
に
乗

り
博
多
着
、
初
夏
の
暑
さ
の
な
か
タ
ク

シ
ー
で
「
J
A
し
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー
ホ
ー
ク

ホ
テ
ル
福
岡
」

に
向
い
ま
し
た
。

初
日
は
臨
時
理
事
会
、
評
議
員
会
、
支

部
長
懇
談
会
に
続
き
1
8
時
0
0
分
よ
り
懇
親

会
が
開
か
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
素
晴

ら
し
い
筑
前
琵
琶
を
ご
披
露
下
さ
い
ま
し

た
中
村
旭
園
さ
ん
は
0
0
歳
。
福
岡
支
部
若

柳
吉
梅
毒
さ
ん
の
祝
舞
も
あ
り
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
は
他
支
部
の
方
々
と
の
会
話
に
花

が
咲
き
、
と
て
も
楽
し
い
一
時
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
博
多
人
形
、
幸
子
明
太
子
、

銘
酒
、
銘
菓
な
ど
福
岡
県
の
名
産
品
の
販

売
や
財
務
委
員
会
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
、
一

層
の
娠
わ
い
を
み
せ
て
お
り
ま
し
た
。

翌
日
の
総
会
に
は
、
2
5
支
部
1
6
0
名

(
東
京
支
部
か
ら
は
4
3
名
)
が
出
席
し
、
開

会
の
辞
で
は
田
中
会
長
か
ら
「
5
0
回
を
迎

え
る
意
味
深
い
総
会
」
と
の
ご
挨
拶
が
あ

り
、
議
事
は
例
年
ど
お
り
各
委
員
会
・
各

支
部
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
記
念
講
演
が
あ
り
「
人
道
科
学

-
そ
の
道
程
と
挑
戦
」

の
演
題
で
、
喜
多

悦
子
氏
(
日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大

学
学
長
)
よ
り
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

氏
は
初
の
紛
争
地

(
ア
フ
ガ
ン
)

へ
の
文

民
派
遣
や
紛
争
地
の
現
場
監
督
等
を
な
さ

れ
て
お
り
、
「
人
道
科
学
と
は
…
…
教
育
・

自
分
と
自
分
の
周
囲
を
変
え
る
力
が
必

要
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

昼
食
後
、
新
役
員
選
考
委
貝
の
承
認
が

行
わ
れ
、
昨
年
度
か
ら
持
ち
越
さ
れ
て
い

た
名
称
変
更
は
、
投
票
総
数
8
8
9
名
・

賛
成
7
8
6
名
・
反
対
9
5
名
で
可
決
。

そ
の
後
、
公
益
社
団
法
人
認
定
に
向
け

定
款
の
改
訂
案
が
出
さ
れ
、
u
月
に
行
わ

れ
る
(
全
国
セ
ミ
ナ
ー
)
の
案
内
、
I
F

U
W
総
会
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
総

会
は
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
「
唐
津
コ
ー
ス
」
「
柳
川
・

大
事
府
コ
ー
ス
」
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
あ
り
、

そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
と
共
に
帰
路

に
着
き
ま
し
た
。

福
岡
支
部
の
皆
様
の
温
か
い
お
も
て
な

し
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
次
期
通
常
総
会
は
2
0
0
8
年
4
月
5

日
か
ら
大
阪
で
開
催
予
定
)

(
福
岡
支
部
主
催
見
学
会
)

「
唐
津
コ
ー
ス
に
参
加
し
て
」

総
会
明
け
の
4
月
9
日
、
清
々
し
い
朝

を
迎
え
て
い
そ
い
そ
と
バ
ス
に
乗
り
込
ん

だ
。海

岸
沿
い
を
走
り
、
車
窓
に
は
日
本
三

大
松
原
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
虹
の
松
原
な

ど
風
光
明
媚
な
景
色
が
広
が
る
。
こ
の
あ

た
り
の
島
か
ら
、
か
の
金
印
が
出
土
し
た

そ
う
で
、
こ
の
地
方
は
「
貌
志
倭
人
伝
」
を

中
心
と
し
た
古
代
史
の
宝
庫
だ
と
い
う
。

歴
史
に
詳
し
い
福
岡
支
部
伊
藤
会
員
の

お
話
に
耳
を
傾
け
る
う
ち
に
、
か
つ
て
教

科
書
で
学
ん
だ
こ
と
が
ら
が
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
。

や
が
て
名
護
屋
城
博
物
館
に
着
く
。
休

館
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
我
々
の
た
め
に
開

け
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
は
、
若
い
学

芸
員
の
安
梁
敬
さ
ん
。
こ
の
博
物
館
に
は

佐
賀
県
日
韓
交
流
セ
ン
タ
ー
が
お
か
れ
て

い
て
、
韓
国
箱
の
安
さ
ん
が
採
用
さ
れ
た

と
か
。
流
暢
な
日
本
語
で
名
護
屋
城
の
復

元
模
型
を
説
明
し
て
く
だ
さ
る
。

名
護
屋
城
は
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
前
線

基
地
。
秀
吉
は
大
名
を
集
結
さ
せ
て
陣
頭

指
揮
を
す
る
か
た
わ
ら
茶
の
湯
を
愉
し
ん

で
い
た
と
い
う
。
秀
吉
の
死
後
城
は
取
り中央が安照敬さん

壊
さ
れ
て
長
ら
く
歴
史
か
ら
消
え
て
い
た

の
が
、
一
幅
の
絵
図
が
出
て
き
た
こ
と
か

ら
研
究
が
進
ん
だ
と
い
う
興
味
深
い
話
を

さ
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
秀
吉
の
と
ん
で

も
な
い
野
望
を
若
い
安
さ
ん
が
ど
う
受
け

留
め
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
た
が
、
「
こ
れ

は
韓
国
に
と
っ
て
は
不
幸
な
出
来
事
で
し
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た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
日
韓
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
興
味
深
い
交
流
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
」
と
言
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
に
こ
や
か

で
あ
っ
た
の
が
印
象
深
か
っ
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
唐
津
っ
子
の
血

を
湧
か
す
と
い
う
「
唐
津
く
ん
ち
」
の
曳

山
展
示
場
。
ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
曳
山
が
並

ぶ
。昼

食
は
眺
め
の
良
い
唐
津
シ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
で
捕
り
た
て
の
烏
賊
づ
く
し
の
お

料
理
を
い
た
だ
き
、
福
岡
支
部
の
皆
様
の

お
心
づ
く
し
の
お
も
て
な
し
に
心
か
ら
感

謝
し
た
。

(
山
崎

邦
子
)

(
福
岡
支
部
主
催
見
学
会
)

「
柳
川
・
太
宰
府
コ
ー
ス
に
参
加

し
て
」

満
開
の
桜
の
花
が
、
は
ら
は
ら
と
散
る

好
天
気
に
恵
ま
れ
、
水
郷
柳
川
へ
と
朝
早

く
ホ
テ
ル
を
出
発
。
総
勢
、
飴
名
。
福
岡

支
部
の
方
が
4
名
ず
つ
2
台
の
バ
ス
に
分

乗
し
て
お
世
話
し
て
く
だ
さ
る
。

下
百
町
の
乗
り
場
か
ら
4
隻
の
船
で
、

ゆ
っ
た
り
と
掘
割
の
水
路
を
巡
っ
た
。
折

し
も
、
同
日
ほ
ど
前
、
「
飛
ば
ま
し
、
今
」

と
い
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
、
船

頭
さ
ん
た
ち
は
、
活
気
に
満
ち
て
案
内
し

て
く
れ
た
。
ド
ラ
マ
の
裏
話
。
主
人
公
が
船

に
飛
び
降
り
た
橋
。
柳
川
ゆ
か
り
の
人
々

の
碑
が
並
び
立
つ
岸
辺
は
、
桃
や
藤
の
花

な
ど
が
木
々
の
緑
に
は
え
て
美
し
い
。

船
か
ら
降
り
て
す
ぐ
近
く
の
北
原
白
秋

の
生
家
と
白
秋
記
念
館
を
訪
れ
た
。
生
家

の
薄
暗
い
奥
の
間
に
、
柳
川
ま
り
や
、
さ

け
も
ん
が
華
や
か
に
飾
ら
れ
て
い
た
。

詑
会
館
は
、
柳
川
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館
と
し
て
、
一
階
は
、
水
郷
柳
川
の
地
勢
、

風
土
を
説
明
す
る
展
示
品
や
レ
リ
ー
フ
が

古
代
か
ら
柳
川
城
な
ど
の
歴
史
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
る
。
二
階
は
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
と
人
々
に
親
し
ま
れ
た
白
秋

の
、
青
春
時
代
か
ら
多
く
の
文
人
と
の
交

流
に
恵
ま
れ
た
壮
年
期
ま
で
、
初
版
本
も

含
め
て
多
く
の
詩
集
、
歌
集
、
雑
誌
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
今
回
の
総
会
に
参
加
し

た
大
き
な
副
産
物
と
な
っ
た
。

昼
食
を
と
っ
た
「
御
花
」
は
、
旧
柳
川

藩
主
・
立
花
公
が
明
治
4
3
年
に
建
て
た
住

居
で
、
名
前
は
花
畑
の
地
に
由
来
し
て
い

る
。
正
面
の
門
と
迎
賓
館
は
西
洋
風
で
、

裏
に
ま
わ
る
と
、
伝
統
的
な
日
本
家
屋
と

庭
園
が
見
事
な
典
型
的
な
和
洋
併
置
式
で

あ
る
。

水
郷
柳
川
は
掘
割
か
、
川
か
と
い
う
疑

問
は
、
「
水
の
構
図
」
と
い
う
写
真
集
を
手

に
と
っ
て
解
け
た
。
矢
部
川
の
支
流
が
城

下
町
を
巡
っ
て
沖
の
瑞
ま
で
続
き
、
市
街

地
、
城
内
ま
で
縦
横
に
分
岐
し
て
い
た
。

大
事
府
天
満
宮
は
、
時
開
か
な
く
て
、

文
字
通
り
の
駆
け
足
参
拝
。
大
宰
府
政
庁

跡
も
バ
ス
の
窓
か
ら
眺
め
る
だ
け
だ
っ
た

が
、
福
岡
支
部
の
方
々
に
感
謝
し
っ
つ
、

筑
紫
平
野
に
別
れ
を
告
げ
た
。

(
福
田

文
子
)

(
神
奈
川
支
部
・
東
京
支
部
共
催
)

春
講
演
会
の
ご
案
内
奪

昨
年
度
守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
受
賞
者

で
あ
る
松
田
知
子
博
士
に
よ
る
講
演
会
が

神
奈
川
支
部
と
の
共
催
に
よ
り
、
横
浜
み

な
と
み
ら
い
で
開
か
れ
ま
す
。

地
球
環
境
の
保
全
と
科
学
の
発
展
に
つ

い
て
、
ご
研
究
の
成
果
を
お
話
く
だ
さ
る

予
定
で
す
。

(
講
演
要
旨
)

地
球
環
境
を
守
り
つ
つ
持
続
的
に
科
学

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
京
都
議
定
書
で
も
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出

貴
の
削
減
は
必
須
で
あ
る
。
と
く
に
、

医
薬
品
製
造
に
お
い
て
は
、
製
品
に
対

す
る
廃
棄
物
の
割
合
が
多
く
改
善
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、

廃
棄
物
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
有
機

化
合
物
の
合
成
法
の
開
発
を
目
的
と
し

て
い
る
。
合
成
反
応
の
触
媒
と
し
て
は
、

通
常
は
、
有
機
金
属
化
合
物
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
研
究
で
は
、

"
再
生
可
能
な
資
源
"
で
あ
る
酵
素
(
ア

ル
コ
ー
ル
脱
水
素
酵
素
、
リ
パ
ー
ゼ
、

脱
炭
酸
酵
素
)
を
用
い
た
。
ま
た
、
溶

媒
と
し
て
も
、
二
酸
化
炭
素
を
有
効
利

用
す
る
た
め
に
、
二
酸
化
炭
素
を
高
圧

に
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
"
超
臨

界
二
酸
化
炭
素
〃
を
用
い
、
有
機
溶
媒

を
使
用
し
な
い
合
成
法
の
開
発
を
行
っ

た
。
本
諦
演
で
は
、
こ
れ
ら
の
超
臨
界

二
酸
化
炭
素
中
で
の
酵
素
反
応
の
研
究

成
果
を
述
べ
る
。

ど
う
ぞ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
み
な

と
横
浜
の
風
が
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時
・
了
月
2
1
日
出
午
後
2
時
̃

会
場
・
み
な
と
み
ら
い
2
1
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
4
F

横
浜
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

〇
四
五
-
二
二
三
-
二
六
六
六
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(
東
京
支
部
講
演
会
)

(
.
〇
7
・
2
・
鎧

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
見
た
中
国

-
こ
れ
か
ら
の
日
本
と

中
国
の
関
係
は
1
-
」

諮
師

倉
垣

卓
氏

近
く
て
遠
い
存
在
。
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
こ
の
国
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
も

少
な
か
っ
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
0
8
年
の

「
北
京
五

指
」
が
決
定
し
て
以
来
、
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
が
伝
え
る
中
国
は
、
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
、

市
街
地
の
近
代
化
、
と
て
つ
も
な
い
富
裕

層
の
出
現
と
そ
の
生
活
振
り
。
そ
の
変
革

は
日
を
見
張
る
ば
か
り
。
そ
の
急
速
な
発

展
に
と
も
な
う
数
々
の
公
害
、
水
不
足
、

地
球
温
暖
化
へ
与
え
る
影
響
な
ど
、
日
本

に
と
っ
て
も
身
近
な
大
問
題
が
見
え
て
き

て
い
る
。
私
た
ち
が
日
々
手
に
す
る
衣
食

品
も
中
国
製
に
席
巻
さ
れ
て
い
る
。

今
の
中
国
に
注
目
。
よ
り
正
確
に
知
り

た
い
、
と
考
え
て
い
た
こ
の
頃
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
諮
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
拝
聴
。

講
師
の
倉
垣
卓
氏
は
三
菱
電
機
㈱
の
社

員
と
し
て
長
く
海
外
業
務
で
活
躍
さ
れ
た
。

1
9
9
7
̃
2
0
0
4
年
迄
、
香
港
、
北

京
総
代
表
を
務
め
ら
れ
た
中
国
通
。
「
日
頃

は
、
中
国
進
出
を
目
論
む
企
業
戦
士
を
相

手
に
し
て
い
る
の
で
、
今
日
は
勝
手
が
違

い
ま
す
が
」
と
話
が
始
ま
っ
た
。
社
会
主
義

国
で
あ
り
な
が
ら
資
本
主
義
化
が
加
速
し

て
い
る
様
子
、
一
党
支
配
で
国
家
権
力
が

強
い
こ
の
国
で
の
庶
民
の
無
力
さ
、
政
府

幹
部
と
民
間
業
者
の
癒
着
振
り
、
日
常
的

な
ワ
イ
ロ
の
横
行
。
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
陰

で
違
法
な
立
退
き
を
強
制
さ
れ
る
住
民
、

国
有
地
を
理
由
に
土
地
収
用
で
追
わ
れ
た

多
数
展
民
の
貧
困
。
発
展
と
共
に
拡
が
る

格
差
問
題
。
0
0
年
前
か
ら
施
行
さ
れ
た
ひ

と
り
つ
子
政
策
の
近
況
。
多
民
族
の
集
合

体
で
あ
る
中
国
の
人
た
ち
の
習
慣
、
考
え

方
の
違
い
。
そ
れ
に
付
き
合
う
方
法
な
ど
、

現
地
を
駈
け
め
ぐ
っ
て
得
ら
れ
た
経
験
の

中
か
ら
の
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
通
常
の

メ
デ
ィ
ア
か
ら
で
は
知
る
こ
と
の
出
来
な

い
多
岐
多
彩
さ
で
興
味
が
つ
き
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
隣
国
中
国
に
つ
い
て
の
視
野

を
拡
げ
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
。

(
芦
澤

紗
知
子
)

(
東
京
支
部
主
催
見
学
会
)(

.
〇
7
・
5
・
筏

皇
居
見
学
と
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
の

昼
食皇

居
見
学
会
は
、
新
緑
の
美
し
い
五
月

末
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

見
学
に
先
立
ち
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
一
〇

階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
特
製
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と

お
茶
の
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
空

か
ら
の
眺
望
を
楽
し
ん
で
か
ら
、
地
上
で

の
見
学
会
に
臨
む
と
い
う
立
体
構
成
に
な

っ
て
い
て
、
心
憎
い
ば
か
り
の
好
企
画
と

感
激
し
ま
し
た
。

桔
梗
門
か
ら
入
場
し
た
私
た
ち
I
A
U

W
の
メ
ン
バ
ー
四
五
名
は
、
窓
明
館
で
多

数
の
見
学
者
と
一
緒
に
、
参
観
に
当
た
っ

て
の
説
明
や
注
意
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ

に
は
、
菊
の
御
紋
章
入
り
の
皇
居
限
定
グ

ッ
ズ
を
扱
っ
て
い
る
売
店
が
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

窓
明
館
で
の
説
明
が
終
わ
る
と
い
よ
い

よ
戸
外
で
の
見
学
ツ
ア
ー
で
す
。
他
の
見

学
者
二
・
三
百
人
と
と
も
に
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ

と
解
説
の
係
官
の
後
に
つ
い
て
、
富
士
見

櫓
、
宮
内
庁
庁
舎
、
宮
殿
、
正
門
鉄
橋
(
二

重
橋
)
な
ど
を
見
学
し
て
回
り
ま
し
た
。
一

般
参
賀
の
行
わ
れ
る
宮
殿
東
庭
や
、
新
内

閣
発
足
時
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
る
宮
殿

北
車
寄
せ
に
は
、
見
学
者
の
興
味
が
集
中

し
ま
し
た
。
二
・
二
キ
ロ
、
一
時
間
強
の
行

程
は
、
か
な
り
広
範
囲
の
ツ
ア
ー
と
の
印

象
を
受
け
ま
し
た
が
、
案
内
図
で
確
認
す

る
と
皇
居
の
敷
地
の
ほ
ん
の
一
部
で
、
改

め
て
皇
居
の
広
大
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

意
外
だ
っ
た
の
は
、
山
下
通
り
、
乾
通

り
と
い
っ
た
名
称
の
つ
い
た
公
道
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
交
番
も
、
三
〇
キ
ロ
規
制

の
交
通
標
識
も
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
参
加
し
た
一
般
参
観
は
言
っ

て
み
れ
ば
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
当
日
が
数
日
前
の
よ
う
な

雨
天
や
真
夏
日
で
な
く
、
爽
や
か
な
絶
好

の
見
学
会
日
よ
り
だ
っ
た
こ
と
に
は
、
天

に
も
感
謝
し
た
い
気
持
ち
で
し
た
。

(
鈴
川

佳
子
)
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私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
に

入
り
ま
せ
ん
か
?

肋
「
水
墨
画
」

三
浦

由
紀
子

テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
て
く
る
メ
ロ
デ
ィ
ー

♪
オ
ソ
ス
キ
ル
コ
ト
ハ
ナ
ー
イ
♪
に
「
ホ

ン
ト
ホ
ン
ト
」
と
同
調
し
、
こ
れ
を
こ
の

ま
ま
冠
し
た
く
な
る
よ
う
な
新
し
い
サ
ー

ク
ル
が
始
動
し
ま
し
た
。

初
回
の

水
墨
画
教

室
に
集
っ

た
の
は
、

筆
に
も
墨

に
も
縁
遠

か
っ
た
初

心
者
ば
か

り
。
日
高

絹
紅
請
師

の
ご
紹
介
、
水
墨
画
に
つ
い
て
の
お
話
、

そ
の
歴
史
な
ど
を
伺
っ
た
だ
け
で
も
そ
の

奥
の
深
さ
が
推
し
量
ら
れ
て
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
の
始
ま
る
期
待
感
に
ワ
ク
ワ
ク
す

る
思
い
で
、
墨
を
磨
り
始
め
ま
し
た
。

濃
い
墨
、
薄
墨
の
加
減
の
仕
方
、
書
道

と
は
異
な
る
筆
の
持
ち
方
、
調
え
方
な
ど
、

お
手
本
を
参
考
に
、
詳
し
く
説
明
く
だ
さ

い
ま
す
。
生
徒
達
は
お
そ
る
お
そ
る
半
紙

の
上
に
筆
を
下
ろ
し
「
竹
」
の
画
の
習
作

(
?
)

に
取
り
組
み
、
二
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
手
本

(
講
師
作
)
の
ス
ッ
ク
と
伸
び
る
竹
の
姿
と

は
だ
い
ぶ
様
子
が
違
う
で
き
映
え
な
が

ら
、
水
墨
画
の
世
界
を
垣
間
見
た
思
い
の

面
々
は
ご
機
嫌
で
し
た
。

温
か
な
余
韻
に
包
ま
れ
て
の
帰
途
、
こ

ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
ま
し
た
。
「
想
像
以

上
の
実
力
者
で
人
柄
も
素
敵
な
先
生
。
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
心
配
り
が
行
き
届
い
て
い

て
良
か
っ
た
。
い
つ
か
発
表
会
を
し
よ
う

位
の
目
標
を
持
っ
た
方
が
良
い
か
な
。
」

ち
な
み
に
、
今
後
も
ア
シ
ス
ト
し
て
く

だ
さ
る
の
は
森
川
東
京
支
部
長
、
日
高
講

師
の
お
弟
子
さ
ん
で
す
。
講
師
は
、
国
際

書
画
連
盟
の
常
任
理
事
、
公
募
展
審
査
貝
、

文
化
セ
ン
タ
ー
の
請
師
他
数
多
く
指
導
に

あ
た
る
一
方
、
国
内
展
、
海
外
展
(
オ
ラ

ン
ダ
、
中
国
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
他
)

で
大
活
躍
の
実
力
者
で
す
。
こ
ん
な
出
会

い
を
楽
し
め
る
の
も
J
A
U
W
会
員
の
メ

リ
ッ
ト
な
の
で
す
ね
。

今
年
度
か
ら
の
新
委
貝

「
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
」

先
輩
会
貝
の
活
動
を
通
し
て
、
様
々
な

分
野
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
を
取
得
し
、

ご
一
緒
に
学
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の

程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

玉
津

淑
子

曇で描いたタンポポ

各
係
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

◆
会
員
係

会
員
入
退
会
、
住
所
の
変
更
等
、
名
簿

の
管
理
が
主
な
仕
事
で
す
。
「
と
も
し
び
」

や
講
演
会
の
ご
案
内
そ
の
他
の
大
切
な
お

知
ら
せ
が
確
実
に
届
き
ま
す
よ
う
に
、
転

居
な
き
っ
た
時
は
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
近
は
会
員
数
減
少
の
傾
向
で
す
。
お

仲
間
が
沢
山
増
え
て
会
員
係
り
は
大
忙
し

…
で
あ
る
事
を
願
い
つ
つ
今
年
も
が
ん
ば

り
ま
す
。(

細
貝

久
美
子
・
鈴
川

佳
子
)

◆
講
座
・
見
学
係

本
年
度
は
、
四
月
に
柏
木
恵
子
氏
、
六

月
に
神
野
直
彦
氏
の
講
演
会
が
成
功
裏
に

終
了
し
、
七
月
は
神
奈
川
支
部
と
の
共
催

で
松
田
知
子
氏
、
九
月
は
清
水
真
砂
子
氏

に
諮
演
を
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。
見
学

会
は
五
月
の
皇
居
が
大
好
評
で
し
た
の

で
、
再
度
十
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
係
一
同
お
待
ち
致
し

て
お
り
ま
す
。

(
三
浦

洋
子
)

◆
バ
ザ
ー
係

バ
ザ
ー
は
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に

支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
収
益
は
東
京
支
部
の
活
動
資
金
の

一
部
と
な
り
、
国
内
奨
学
生
基
金
の
支
援

に
も
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。
新
年
会
、
支

部
総
会
、
各
種
講
演
会
、
支
部
例
会
等
々
、

機
会
あ
る
毎
に
そ
の
場
を
お
借
り
し
て
地

道
に
楽
し
く
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
提
案
、
ア
イ
デ

ィ
ア
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
岩
田

良
子
)

◆
「
と
も
し
び
」
係

「
と
も
し
び
」
は
東
京
支
部
の
活
動
を
ご

報
告
す
る
た
め
に
三
月
と
七
月
の
年
二
回

発
行
し
て
い
ま
す
。
支
部
総
会
、
留
学
生

支
援
、
女
性
研
究
者
支
援
な
ど
の
活
動
を

中
心
に
多
分
野
に
わ
た
る
講
演
会
や
見
学

会
な
ど
の
語
事
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
会
貝
の
皆
様
よ
り
ご
意
見
、
ご

感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
よ
り
充
実
し

た
紙
面
作
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

(
如
来

美
智
子
)
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事
業
報
告
・
予
定

4
・
7

4
・
1
4

5
・
1
2

5
・
獄

6
・
2
0

7
・
l

J
A
U
W
第
軸
国
道
常
総
会

於
・
福
岡

東
京
支
部
総
会

諦
念
講
演
「
今
、
日
本
の
家
族

は
?
I
家
族
心
理
学
の
研
究
か

ら
-
」

講
師

柏
木
恵
子
氏

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式

見
学
会
「
皇
居
見
学
と
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
で
の
昼
食
」

講
演
会
「
人
間
回
復
の
経
済
学
」

講
師

神
野
直
彦
氏

「
と
も
し
び
」
第
蛇
号
発
行

新
春
の
つ
ど
い
・
国
内
奨
学
金

了
・
2
1

9
・
2
6

0n
・
2
2

u
・
鑓粧

2121

講
演
会
(
神
奈
川
支
部
と
共
催
)

「
環
境
に
や
さ
し
い
酵
素
に
よ

る
有
用
物
質
の
合
成
法
の
開

発
」

請
師

松
田
知
子
氏

請
演
会

講
師

清
水
具
砂
子
氏

見
学
会
「
皇
居
見
学
と
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
で
の
昼
食
I
Ⅱ
」

国
内
奨
学
金
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

於
・
津
田
ホ
ー
ル

J
A
U
W
全
国
セ
ミ
ナ
ー

於
・
津
田
塾
会
本
館

講
演
会

第
了
回
自
然
科
学
諦
演
会
(
科

学
研
究
奨
励
委
員
会
と
共
催
)

贈
呈
式

2

講
演
会

3
・
1

「
と
も
し
び
」
第
4
3
号
発
行

以
後
の
事
業
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
.
.
̃
.
.
、
。
。
。
.
.
.
、
.
…
.
i
、
.
…
、
、
.
」

宣
-
ク
ル
紹
介
"

一
.
.
.
i
.
-
.
-
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
○
○
.
・
.
.
.
-
.
.
.
し

★
英
語
講
座

・
第
一
・
第
三
金
曜
日午

前
十
時
̃
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

・
講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
」
を
講
読
中
。

講
師
に
よ
る
詳
細
な
訳
註
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
用
の
テ
ー
プ
、
参
考
資
料
を
も
と
に

輪
読
し
て
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
正
子

(
魯
〇
四
五
-
五
四
一
-
二
四
八
一
)

★
楽
し
い
俳
句
会

・
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
l
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
柴
崎
富
子
会
員

柴
崎
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
楽

し
く
俳
句
を
作
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
若
干
名
募
集
中
で
す
。

・
連
絡
先
・
小
池
朋
子

(
魯
〇
四
五
-
九
〇
二
-
九
七
三
〇
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

・
第
三
・
第
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
-
十
二
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
諸
姉
・
坂
上
栄
美
子
会
員

宇
治
十
帖
「
総
角
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
平
田
宏
子

(
魯
〇
四
-
七
一
四
三
-
一
五
七
三
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

・
第
二
・
三
・
四
火
曜
日

午
前
十
時
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

宇
治
十
帖
に
入
り
ま
し
た
。
宇
治
十
帖

か
ら
お
読
み
に
な
り
た
い
方
、
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
寄
〇
三
-
三
三
三
六
-
四
六
二
人
)

★
水
量
画
教
室

・
第
二
木
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
請
師
・
日
高
絹
子
(
綱
紀
)
会
員

・
五
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
初
心
者
歓

迎若
干
名
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
森
川
淳
子

(
食
〇
四
五
-
五
八
三
⊥
二
四
三
〇
)

★
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
サ
ー
ク
ル
か
ら

の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
廃
部

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
諸
姉
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お

知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

山
崎
邦
子

圏
会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
未
納
の
方
は
、
早
め
に
お
振
り
込

み
下
さ
い
。

圏
住
所
変
更
な
ど
の
ご
連
絡
は
事
務
所
ま

で
お
願
い
致
し
ま
す
。

圏
未
使
用
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、
書
き

損
じ
の
は
が
き
、
切
手
(
使
用
済
み
・

未
使
用
と
も
)
な
ど
事
務
所
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

-
i
i
i
.

-
-

-
i

-
I

-
-

-
I

-
I
」

一
会
員
増
加
へ
の
ご
協
力
の
患
い
一

一
東
京
支
部
の
会
貝
が
減
少
し
て
お
一

一
り
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
へ
の
勧
一

一
諸
を
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

一

「(
絹
集
後
記
)

今
年
の
夏
は
猛
暑
と
い
う
予
想
で
す

が
、
皆
様
ど
う
ぞ
お
元
気
に
お
過
ご
し
下

さ
い
。
い
つ
も
な
が
ら
の
ご
協
力
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

と
も
し
び
四
二
号

発
行
日

二
〇
〇
七
年
七
月
一
日

発
行
社
団
法
人
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

編
集
と
も
し
び
係

〒
肌
0
0
1
7
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六
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軸
〇
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i
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三
五
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八
八
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タ
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カ
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二
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